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履修上の
注意

各授業により、事前学習が必要となります。必ず
学習の上、授業に臨むこと。

授業時間外
の学習

図書室に設置した、教科書、参考書の設置を
活用し、学習を進めること。

テーマ テーマ

オリエンテーション

評価基準 評価：90-100点（A評価） 、80-89点（Ｂ評価）、70-79点（Ｃ評価）、60-69点（Ｄ評価）、59点以下（ Ｆ・不可）

低周波鍼通電療法３ 訪問治療４

低周波鍼通電療法４

使用教材

東洋療法学校協会　編　「臨床医学総論」「臨床医
学各論」「東洋医学臨床論〈はりきゅう編・あマ指
編〉」
配布プリント等

連絡先 質問等の際は、職員室を訪ねること。

応急処置２ 機能解剖に基づくあん摩施術４

評価方法
レポート・出席により総合的に評価します。

レポートの後日提出は受け付けていません。
実務経験

水野：教員歴
有馬：教員歴20年
山口：教員歴13年太田：臨床センター　センター長
前田：臨床センタースタッフ、ＡＴ
渡辺：臨床センタースタッフ

授業計画

前　　　期（月） 後　　期（月）

訪問治療６

美容鍼１ 訪問治療７

美容鍼２ 訪問治療８

低周波鍼通電療法５

吸角療法２ 機能解剖に基づくあん摩施術２

応急処置１ 機能解剖に基づくあん摩施術３

美容鍼３ 訪問治療９

美容鍼４ 訪問治療１０

美容鍼５ リンパドレナージ

吸角療法１ 機能解剖に基づくあん摩施術１

訪問治療５

60時間

学習内容
　第一線で活躍する臨床家等より、あん摩マッサージ指圧施術および鍼灸施術における最新の知識、技術を
習得し、適切な施術を行なうことができる能力を身につける。

授業の
到達目標

Ⅰ．プロフェッショナリズム　　２．法令の遵守および倫理原則に基づく判断行動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．主要症候に対する東洋療法の適否の判断、治療方針・計画を立てる能力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．はり、きゅうの施術を安全かつ適切に行う能力
　　　　　　　　　　　　　　　　　   　６．あん摩、マッサージ、指圧の各手技を安全かつ適切に行う能力
Ⅴ．社会貢献　　　　　　　　　　　１．保健医療福祉の制度および関係法令

授業の方法 講義、演習 単位数 ２単位 時間数

訪問治療１

低周波鍼通電療法１ 訪問治療２

低周波鍼通電療法２ 訪問治療３

科目の実務経歴 無

授業科目名 総合学習Ⅰ 担当教員
山口茉莉/有馬香代/水野浩一

サポート/太田一郎/渡辺由香/前田茂光
内田朝美（（株）フレアス）

学　　　科 鍼灸マッサージ科 学　年 期　別 通年


